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おける血管機能障害および血管構造異常と LUTS の関連について検討した。 
2016 年 4 月から 2017 年 7 月に、広島大学病院外来を受診した 434 名（男性 287 名、平均年
齢 63±16 歳）を対象とした。血管機能評価として血流依存性血管拡張反応（flow mediated 
vasodilation : FMD）、ニトログリセリン誘発性血管拡張反応（nitroglycerine-induced 









ア(international prostate symptom score: IPSS)を用いた。IPSS は、排尿障害および畜尿障害
に関する 7 項目の質問から構成され、各項目は 0～5 点で評価された。対象患者は、合計点によ
り軽症 LUTS(8 点未満)および中等症/重症 LUTS(8 点以上)の 2 群に分類された。 
IPSS は、一般的な動脈硬化リスク、FMD、NID、baPWV と有意な相関を認めた。多重ロジ
スティック回帰分析では、中等症/重症 LUTS(オッズ比 1.83、 95% CI 1.02-3.30、P＝0.04)は、
冠動脈疾患の既往に対し独立した関連を認めた。男性において、中等症/重症 LUTS 群は、軽症
LUTS 群に比べ、FMD(2.1±2.0% vs. 4.0±3.0%, P<0.001）および NID(9.3±6.1% vs. 12.8±6.6%, 
P<0.001)の有意な低下を認めた。baPWV は、中等症/重症 LUTS 群で、有意に高値であった
（1722±386 cm/s vs. 1509±309 cm/s, P<0.001）。多重ロジスティック回帰分析では、FMD(オッ
ズ比 0.83、 95% CI 0.72-0.95、P＝0.008)は、男性における中等度/重度 LUTS に対し、独立し
て関連していたが、女性では、関連を認めなかった。男性および女性において、NID および
baPWV は、中等度/重度 LUTS との関連を認めなかった。 
FMD を用いて評価した血管内皮機能は、男性における LUTS との関連を認めたが、女性では、
血管内皮機能と LUTS との関連を認めなかった。動脈硬化性疾患と LUTS の合併は、これまで
にも報告されており、当研究の結果は、動脈硬化性疾患が血管内皮機能障害を介して、心血管イ
ベントのみならず LUTS の原因となっている可能性を示唆するものであった。LUTS と将来の
心血管イベントの関連について、さらなる検証が必要である。 
 
 
